
WDギャンのトレードルール（相場はトレンドフォローが基本）
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● 第 13 条 難平（ナンピン）
禁止 難平（ナンピン）は決して
してはならない。これはトレーダー
がするかも知れない最悪の失敗
の１つである。

● 第 2 条 ストップロスは必須
ストップロスを必ずおくこと。損失
限度を計算した上、ポジションを
持つと同時に行うこと。

相場に関わって35年。多くの
仲間がナンピンと巨額損失で
この世界を去っていった・・。

出所：石原順のメルマガ



ボラティリティ（変動率）の解釈の仕方
私がオプション取引をしなくなった理由
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出所：MT4・石原順インディケーター



25％を現金、25％をゴールド、
25％を高品質の債券、そして25％の株式
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今後の先行きは全くわからないし、結構過激に変わる可能性が
あるので私の助言は極端に投資を分散させることだ。こんなこと
は今まで勧めた事は無い。 (ジェフリー・ガンドラック )

ミューチュアルファンドに基づいて言えばパーマネントポートフォリ
オは10年前に大変に人気があった。昔は大変に成功した。そ
の内容は２５％を現金、２５％をゴールド、２５％を高品質
の債券、そして２５％の株式だが、とても良い資産分散だと思
う。インフレが来れば株式もそんなに悪く無いはずだ。今の米国
の財政赤字とGDPの状況で、GDPに対する赤字が増えるとデ
フレが来るかもしれない。その場合は高品質の債券と現金が資
産を守ることに貢献する。２５％の現金、２５％のゴールドは
多すぎる感じを持つだろうが、今の経済状況では良い手法だろ
う。

https://m.youtube.com/watch?feature=youtu.be&v=10K17VEYEeY

https://m.youtube.com/watch?feature=youtu.be&v=10K17VEYEeY


私は彼らがお金を印刷し続けるだろうという結論に達した

中央銀行は役に立たない。だから、私は金を所
有している。私は彼らがお金を印刷し続けるだろ
うという結論に達した。金融システムが破綻して
いるため、米国政府を救済し、州政府を救済し、
年金基金を救済しなければならず、債務は巨大
に膨らんでいる。

世界中の無知な政府関係者や中央銀行家で
さえ、米国はもはや世界の通貨の信頼できる保
有者または生産者ではないことを理解し、認識
しなければならないと思う。

ポートフォリを株式、不動産、現金（ドル売り）、
債券、金属に25%ずつ分散するべき
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https://www.youtube.com/watch?v=dv5ApbF_elA&feature=emb_title

https://www.youtube.com/watch?v=dv5ApbF_elA&feature=emb_title


ドルインデックス2008年～2020年

出所：マーク・ファーバー博士の月刊マーケットレポート（パンローリング）

ここ数年、鳴りを潜めている為替
市場が、次に大きく動くとしたら、
それはドル安方向だろう。FRB
が利上げについて「考えることす
ら考えていない」のであれば、ド
ル安になる公算が大きい。トラン
プが再選されれば、ドルを切り下
げる可能性が高まる。米国はド
ルの価値を半分に下げれば、借
金も半分になり、借金を他国の
ポートフォリオに移管できる。
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ドルインデックス2008年～2020年
（ファーバーレポート10月号）

6出所：マーク・ファーバー博士の月刊マーケットレポート（パンローリング）



超低金利と膨れ上がる中銀資産には大変な副作用がある

マーク・ファーバーは、「超低金利と膨れ上がる中銀資産には大変な副作用がある。政府に際限なくおカ
ネを使わせてしまうことだ。これこそ正にMMT（現代貨幣理論＊）派の要求していることのように見え
る」と述べている。

このままいけば、FRBがある時点で、株式、住宅用不動産、商業用不動産、すべての国債、社債、農
地などを含むすべての米国資産をマネタイゼーションする可能性がある。もう二度と利上げできないQE
インフィニティ（無限大量的緩和）政策で、いずれ米連銀は、にっちもさっちもいかなくなり、破綻する
可能性がある。

＊MMT（現代貨幣理論）

ある条件下（低インフレ下）で政府は国債をいくらでも発行して良いという考え方を指す。これは政府
債務の拡大（借金を増やすこと）を歓迎する新しい経済理論であり、昨今では経済学者の間で議論
や批判の対象になっている。

足元の経済は不景気のデフレだが、QEインフィニティ政策とMMTの跋扈（ばっこ）は、やがて不景気
の物価高というスタグフレーションを将来招くことになるだろう。そうなれば、MMTなど吹き飛んでしまうだ
ろう。

MMTは金融資本主義が崩壊した後に出てきた、なれの果ての社会主義政策で、結果的にほぼすべて
の人々を貧乏人にする給付型奴隷社会の雛形（ひながた）である。無制限に国債や政府債を発行し
て、政治家や役人がその分配をした場合、堕落、腐敗、蛮行の世の中になるのは歴史の必然である。

カネをばら撒（ま）くより、減税をやって消費を刺激し、企業の利益も増え税収も増えていく好循環に
持っていくべきなのである。しかしながら、現在、世間はMMTの方向に向かっている。コロナ禍を契機に、
もう、始まっているのだ。MMTをやればどこの国も英国病（＊）時代の英国のようになるだろう。経済
学者のヨーゼフ・シュンペーターは政府から十分な支援を得てしまえば資本主義は停滞すると信じていた。
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1989年から最近までの日本では
紙幣増刷が株式市場にも経済にも役に立たなかった

• MMTは、簡単に言えば、法律で禁止されている「財政ファイナンス」で
ある。

•政府が国債を発行して、それを通貨を発行する中央銀行が買うこと。
中銀は通貨発行権を持っているので、理論上は、紙幣を刷りまくって無
制限に国債を買うことが可能だし、政府も無制限に国債を発行するこ
とが出来る。

•日本では政府が発行した国債を日銀が買いまくっている。
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IMFも容認？MMTは日本で実験済み

9出所：筆者作成



米10年国債金利（週足）
順張りの標準偏差ボラティリティトレードモデル

10出所：筆者作成



ドル/円の逆張りシステム

11出所：筆者作成



ナスダック総合指数の波動カウント

12出所：マーク・ファーバー博士の月刊マーケットレポート（パンローリング）



S&P500とアマゾンの騰落率

13出所：筆者作成



アマゾンの業績は拡大し続けている

14出所：筆者作成



ファイナンシャルアストロロジー

15出所：ギャラクティックトレーダー



石原順ツイッター
https://mobile.twitter.com/ishiharajun
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